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貝類（淡水産） ＜クビキレガイ上科 ミズゴマツボ科＞ 愛知県：絶滅危惧Ⅱ類 （国：絶滅危惧Ⅱ類） 
GASTROPODA (Fresh Water) ＜DISCOPODA STENOTYRIDAE＞ AICHI：VU （JAPAN：VU） 

ミズゴマツボ Stenothyra japonica Kuroda 

 
【選定理由】 
 本種は原記載時（Kuroda, 1962）に
岩手、茨城、千葉、三重、大阪、島根、
岡山、山口、高知、長崎、鹿児島県が
分布域としてあげられているが、1990
年以降に生息が確認されているのは新
潟県（佐藤, 1992）、千葉県（黒住・岡
本, 1994）、山口県（Hosaka & Fukuda , 
1996）、兵庫県（増田・内山, 2004）、
熊本県（不知火町；木村未発表）と分
布域は広いが現生息地は少なく、その
いずれの場所も局地的で生息面積は小
さい。今まで愛知県からは木曽川中流
域より本種の健全な個体群が確認され
た（木村, 2006）。現在、愛知県からは
上述の生息地のみ知られているにすぎ
ない。近年の調査では 2005 年当時よ
り個体数の減少が確認されており、絶
滅の可能性が高い種であると評価され
た。 

【形 態】 
 殻は殻長約 5–7 mm と小型。貝殻の外形は卵形で、各層は良く膨れ、縫合部は強くくびれる。螺
管の巻きに沿って点刻が連続する。殻口は体層から狭まり円形。臍孔はない。蓋は石灰化して厚い。 
 

【分布の概要】 
【県内の分布】 
 上述したように、現在木曽川中流域の 1 地点でのみ生息が確認されている。 
【世界及び国内の分布】 
 日本､朝鮮半島南部、国内では岩手・秋田県〜九州に分布する（福田, 2012）。 
 

【生息地の環境／生態的特性】 
 県内の本種の生息地は､本流から直接流れの当たらないワンドのような砂泥底で, 淡水域ではある
が、付近の底質中にゴカイ類が生息していたり､潮汐の影響が認められた。 
 

【現在の生息状況／減少の要因】 
 上述したような生息環境は、河川改修や護岸工事等でほとんど現存しない。 
 

【保全上の留意点】 
 上述の通り生息地の破壊が極めて深刻で、絶滅が危惧される。 
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